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 公共機関では、特に 2011年 3月 11日に発生した東日本大震災において、被災した地方
自治体のウェブサイトが機能しない中で、緊急時にも利用可能な情報通信手段としてソー







































































2008 年から隔年で行われている。2012 年の第 3 回調査では、ソーシャルメディアの利用
率は上位から Facebook（51%）、Twitter（21%）、Flicker(10%)、YouTube(10%)となって
いる。 










 EBSCO 社では、2010 年に欧州の図書館におけるソーシャルメディアの利用について調












 図書館におけるソーシャルメディアの活用に関する研究として、Aharony は Twitter の
投稿内容の分類を行っている42)。対象としたのは、アメリカの公共図書館と大学図書館各
15 館で、3 ヶ月間のツイートをいくつかのカテゴリに分類している。公共図書館と大学図








 Bosqueらの調査では、大学図書館の Twitterアカウント 29件を抽出し、(1)レイアウト・











Twitterが 60 館、Facebookが 32 館、ブログは 55 館となっており、これらのサービスの
利用は少数にとどまっている。 















































第 4章 公共図書館 Twitterおよび Facebookの利用状況 
 
4.1 Twitterアカウントおよび Facebookページの収集  
現在、公共図書館により利用されている Twitterアカウントおよび Facebookページの収
集を行う。 










 全体で発見したアカウントは、12月 8日時点で 177件となった。ツイート数、フォロー
数等のデータは、12月 11 日時点で取得した。また 12月 13 日時点で図書館の公式ウェブ
サイトからのリンクの有無を確認した。 









で、キーワード「図書館」で約 391,000 件中 590件を確認し、キーワード「図書室」で約






















Twitterアカウント 177件について、表 1の区分を適用したところ、公式 95件、非公式











軟式 46件中には、前述の停止済みのアカウント 2件があり、12月 11日時点での統計が
確認できなかったため、開設時期、総ツイート数、フォロー数、フォロワー数の分析から
は除く。よって以後の分析では軟式は 44件となり、全体で 175件となる。 


























6) 公式 95アカウントのうち、公民館図書室のアカウント 2件は『日本の図書館』に
記載がないため分析に含めなかった。 
 
 基準となる図書館数および図書館設置自治体数は、より、2013年 4月 1日現在の値とし
て、公共図書館数計 3,228（都道府県立図書館：60、市区立図書館：2,572、町村立図書館：
596）、図書館設置自治体数計：1,353（都道府県：47、市区：802、町村：504）とした50)。 
図書館単位での集計を行った結果は図 1 となる。全体での利用館数は 231 館となり、内
訳は都道府県立 20館、市区立 200館、町村立 11館となっている。利用率は、公共図書館



























図 3の Twitterアカウント全体の推移では、2012年 2月の開設が 23件となっているが、
これは同一の作成者による非公式の bot18件を含むためである。 












図 3：Twitterアカウント開設数の推移(全体 175件） 
 
 

































































































































































































































































件数 総ツイート数 ツイート数／日 フォロー数 フォロワー数 
公式 95 1436.5 1.5 123.7 506.4
非公式 36 40258.3 33.3 143.3 137.4
軟式 44 562.7 0.7 160.2 145.3
全体 175 9203.0 7.8 136.9 339.7
 
アカウントごとにばらつきが大きく、総ツイート数については最大値472,057、最小値0、
標準偏差 40,998.4、フォロー数については、最大値 1,717、最小値 0、標準偏差 283.5、フ
ォロワー数については最大値 8,826、最小値 1、標準偏差 741.1となっている。1日当たり
のツイート数については、前述の非公式の bot18件の影響が大きく、この 18件の botは 1
日のツイート数が平均 43.3回となっている。 
 公式アカウントに限り、開設年ごとの傾向を見ると以下の表 3 のようになる。総ツイー
ト数については 2009年開設の横芝光図書館が 30,023件と飛びぬけて多くなっている。 
 
表 3：開設年ごとの総ツイート数、フォロー数、フォロワー数(公式) 
開設年 件数 総ツイート数 ツイート数／日 フォロー数 フォロワー数 
2009 年 2 15908.0 7.6 159.5 772.5
2010 年 12 1393.6 0.9 320.2 692.9
2011 年 14 3092.4 2.4 264.9 1413.8
2012 年 24 601.1 0.7 73.3 446.6
2013 年 25 1065.0 1.8 61.0 249.5
2014 年 18 199.3 1.2 33.1 83.1











 公式について、さらに設置母体ごとの傾向を見たものが、以下の表 4となる。 
 
表 4：設置母体ごとの総ツイート数、フォロー数、フォロワー数（公式） 





都道府県 2009 年 0 0 0 0 0
2010 年 3 1384 0.9 688 1240
2011 年 4 2412.0 2.0 240.0 3227.0
2012 年 6 455.0 0.5 190.0 440.0
2013 年 6 361.0 0.6 10.0 276.0
2014 年 1 30 0.2 41 53
全期間 20 936.5 0.9 213.2 1,048.8
市区 2009 年 0 0.0 0.0 0.0 0.0
2010 年 5 1424.0 0.9 182.0 561.0
2011 年 7 4703.1 3.6 369.0 896.0
2012 年 18 650.0 0.8 34.0 448.7
2013 年 18 1065.0 1.8 81.0 245.0
2014 年 16 208.0 1.3 33.0 87.7
  全期間 64 1,159.8 1.5 95.3 358.8
町村 2009 年 2 15908.0 7.6 159.5 772.5
2010 年 4 1363.0 0.9 217.0 448.0
2011 年 3 241.0 0.2 55.0 205.0
2012 年 0 0.0 0.0 0.0 0.0
2013 年 1 5,295 7.8 8 174
2014 年 1 230 1.1 27 40
全期間 11 3,955.9 2.6 126.1 378.7
 
 公式アカウントの総ツイート数については、次ページ図 5 のように、都道府県立と市区
立ではともに 2011年に開設された図書館が最も多いが、町村立では前述したとおり、2009
年開設の横芝光町立図書館が最多となっている。1日当たりの平均ツイート数でも、都道府







 フォロー数について設置母体ごとに比較したものが、次の図 6 となる。フォロー数につ





















































 Twitterでは、公開されている Twitter API51)を用いてツイートを最大 3,200件まで取得
することができる。ツイートの収集は 8月 1日時点で行い、各アカウント直近 100件のも
のを収集した。 
分析の対象とするアカウントは、8月 1日時点で収集したアカウント 162件（公式 85、
非公式 36、軟式 41）のうち、前述の非公開アカウント、停止されたアカウントの 4件につ
いては、ツイートの収集が行えないため対象から除いた。これら 4 アカウントに加えて、
複合施設のアカウント、図書館名との対応が取れない図書館アカウントについては、を除
き、計 143アカウント（公式 74、非公式 34、軟式 35）を対象とした。 
内容の分類基準として、Aharony52)の公共図書館の分類（次ページ表 5）を初期設定とし
た。表 5 をもとに、収集したツイート 1 件ごとに分類を 1 つずつ付与し、既存の項目で対
応できない場合は、別に項目を立てて新たに小項目に追加していった。最終的な分類基準
は表 6 のようになった。Aharony の分類から大項目「図書館一般」及び「その他」に含ま
れる項目を採用し、「図書館一般」には、小項目として「開館情報」「新着図書」「特設コー



























(Library in General) 
図書館のイベント (Library events) 
本の紹介 (Book recommendations) 
蔵書 (Library collection) 
図書館のサービス (Library services) 
レファレンス (References) 


















































































































 表 7の分類基準を各アカウントの直近 100件に対して行った。なお、総ツイート数が 100
件に満たないアカウントも分類の対象としている。 
分類結果として、まず全体では、143アカウントのツイート計 11897件の分類を行った。




図 8：内容による分類(公式 143件・11897ツイート） 
 
 













































図 10：内容による分類（公式 74件・6735ツイート） 
 
 














































図 12：内容による分類(非公式 34件・3268ツイート） 
 
 
図 13：形態的特徴による分類：（非公式 34件・3268ツイート） 
 










































図 14：内容による分類(軟式 35件・1887ツイート） 
 
 
図 15：形態的特徴による分類(軟式 35件・1887ツイート) 
 
4.3.3 Facebookの利用状況 
 Facebookページについては、12月 12日時点までに見つかった 121件（公式 84件、非
公式 2件、軟式 35件）を対象に利用状況を調査する。Facebook ページについては、利用
率の算出と、開設時期の推移を調査した。 









































 利用図書館数は、図 16の通りであり、計 132館であった。全体での利用率は 4.1%であ















Faceboo ページ全体の推移と、公式ページの推移は、それぞれ次ページの図 18、図 19

















































































































































































































































































第 5章 インタビュー調査 
 
5.1調査対象 
 インタビュー調査では、公式と判断した Twitterアカウントおよび Facebookページを運
































市 2013年 3月  Twitter  
山武市立図書館 
（lib_sammu） 











 笠間市立図書館では、市内の図書館 3館（笠間、岩間、友部）がそれぞれ Twitterアカウ
ントを持っている。一方、山武市立図書館は市内 3 館（松尾、さんぶの森、成東）で共通
の Twitterアカウント 1件を利用しており、利用開始は 2010年と比較的早い。 
28 
 











































































































































 図書館では 3 つの連載ごとに担当者を置き、記事の作成を行っている。その後記事の作
成者以外の職員が校正を行った上で、投稿を行っている。現在「今週のにゃよい」の投稿












 図書館の職員全員（現在 6名）が IDとパスワードを共有している。 
Twitterは、Facebookからの自動投稿のみを行う。 
LINEの運用は地域学習センターが主体となっており、図書館職員の担当者はいない。担














  「やよいブックライフ」： 
司書の立場から、日々感じたことをつぶやく 
  

































































































Twitter の開設日は 2012 年 1 月 13 日である。正確な経緯は、前任より引き継いだため
分からないが、2011年 11月の日比谷図書文化館の開館にあわせて Twitterの運用を開始す
ることが決定していた。現在のアカウントは当初から公式に運用していたが、今年度業務
を見直し、2014年 8月 5日付で運用ポリシーを策定した。 
Facebookについても、日比谷図書文化館の開館にあわせて運用を開始することが決まっ
ていたようで、2011年 11月 2日に Facebookページを開設している。Twitterと同様、2014














書フロアの職員だけで運用していた。Facebook ページの管理は、2014 年 5 月以前は各部
門の責任において管理を行っていたが、2014年 8月に運用ポリシーを定めて、広報営業部
門内で管理している。 











投稿は業務時間内に公開しており、週に 1～2 本のペースを目安にしている。Twitter 上
での他のユーザーとの交流については、館との関連性が認められる場合のみ、リプライや
リツイート、フォローを行っている。Twitter上での図書館名による検索、いわゆるエゴサ




























































































公式としての運用は、友部図書館が 2013年 4月 6日に、笠間図書館が新館開館に合わせ
























 現在の担当者は、笠間図書館が常勤 1 名、友部図書館が常勤 1 名・非常勤 2 名、岩間図












































































































 山武 SNS上では、「山武市立図書館 SNS分館」の名前でアカウントを開設しており、ブ
ログを公開している。ブログの開設は 1年半ほど前である（確認できた最初の投稿が、2013









 現在は山武 SNSに Twitterとの連携機能があり、そちらから投稿する場合が多い。その
際、「#cotolog」というハッシュタグが挿入されることになっている。 





 投稿内容のチェックは、事前および直後に行っているが、実質の担当者が 1 名のため組
織的には行っていない。 
 投稿時間は、業務時間内をメインに行っており、基本的に午前中に投稿する。最低 1日 1























































 4 館で利用が見られたソーシャルメディアは、以下の表 9 のようになった。足立区立の
LINE、山武市立の地域 SNSのブログは試行的な運用となっている。足立区立の LINEに
ついては、現在地域学習センターが中心に運用している。 
 Twitter、Facebook以外には LINE、ブログ、地域 SNSを含めて、複数のソーシャルメ
ディアの併用もみられた。それぞれの使い分けについては、次の（2）広報活動の概要で述
べる。 












































 笠間市立と山武市立は、ともに 3 館の図書館から構成されているが、前者は 3 館が個別
































































































第 6章 考察 
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Twitterアカウント一覧（2014年 12月 8日時点） 
  スクリーンネーム アカウント名 図書館名 区分 開設日 
1 do_pref_lib 北海道立図書館 北海道立図書館 公式 2013/3/4
2 iwate_pref_lib 岩手県立図書館 岩手県立図書館 公式 2011/6/21





















































17 TottoriPrefLib 鳥取県立図書館 鳥取県立図書館 公式 2011/9/7

































24 recorder311 recorder311 仙台市民図書館 公式 2011/5/11

































32 shimotsuma_lib 下妻市立図書館 下妻市立図書館 公式 2013/6/2













36 lib_sammu 山武市立図書館 山武市立図書館 公式 2010/6/18



















































49 yamauchi_lib やまちゃん 横浜市山内図書館 公式 2010/3/29




















55 tajimi_lib 多治見市図書館 多治見市図書館 公式 2011/6/2














スクリーンネーム アカウント名 図書館名 区分 開設日 











62 kounantoshokan 江南市立図書館 江南市立図書館 公式 2013/4/25
63 tahara_lib 田原市図書館 田原市図書館 公式 2013/8/2
64 tsushima_lib 津島市立図書館 津島市立図書館 公式 2010/7/5







67 nishio_lib 西尾市立図書館 西尾市立図書館 公式 2014/11/14
68 oml_tweet 大阪市立図書館 大阪市立図書館 公式 2012/9/19
69 kashiwara_lib 柏原市立図書館 柏原市立図書館 公式 2014/5/29
70 suita_toshokan 吹田市立図書館 吹田市立図書館 公式 2012/12/6































78 lib_miyoshi 三次市立図書館 三次市立図書館 公式 2013/5/14










  スクリーンネーム アカウント名 図書館名 区分 開設日 







83 makuralib 枕崎市立図書館 枕崎市立図書館 公式 2013/4/12
84 naha_toshokan 那覇市立図書館 那覇市立図書館 公式 2011/12/15

































93 kumenan_library 久米南町図書館 久米南町図書館 公式 2010/5/24
94 hayashimacho_l 早島町立図書館 早島町立図書館 公式 2011/3/22
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  スクリーンネーム アカウント名 図書館名 区分 開設日 
























































Facebookページ一覧（2014年 12月 12日時点） 
Facebookページ名称 図書館名 区分 開設日 
1 山形県立図書館 山形県立図書館 公式 2014/2/22
2 東京都立図書館 東京都立図書館 公式 2011/11/29
3 新潟県立図書館 新潟県立図書館 公式 2014/9/30
4 




5 兵庫県立図書館 兵庫県立図書館 公式 2011/3/16





8 鳥取県立図書館 鳥取県立図書館 公式 2013/6/11
9 岡山県立図書館 岡山県立図書館 公式 2012/8/21





12 ペンちゃん 大分県立図書館 公式 2013/10/1
13 市立釧路図書館 市立釧路図書館 公式 2013/11/12
14 八戸市立南郷図書館 八戸市立南郷図書館 公式 2014/10/5
15 一関市立一関図書館 一関市立一関図書館 公式 2014/9/3
16 一関市立 室根図書館 一関市立室根図書館 公式 2014/4/5

















21 気仙沼市本吉図書館 気仙沼市本吉図書館 公式 2013/8/9





























































34 板橋区立中央図書館 板橋区立中央図書館 公式 2014/2/23
35 板橋区立清水図書館 板橋区立清水図書館 公式 2011/12/19
36 板橋区立蓮根図書館 板橋区立蓮根図書館 公式 2011/12/19
37 板橋区立西台図書館 板橋区立西台図書館 公式 2011/12/19









41 千代田区立図書館 千代田区立図書館 公式 2014/5/30
42 
千代田区立日比谷図書文化館 (Hibiya 





















46 黒部市立図書館 黒部市立図書館 公式 2014/7/8
47 鯖江市文化の館 鯖江市図書館 公式 2012/9/29
48 甲府市立図書館 甲府市立図書館 公式 2013/5/13
49 市立小諸図書館 市立小諸図書館 公式 2013/7/27
50 えんぱーく 塩尻市立図書館 塩尻市立図書館 公式 2013/7/3
51 高山市図書館 高山市図書館 公式 2014/11/1
52 多治見市図書館 多治見市図書館 公式 2013/10/9
53 中津川市立図書館 中津川市立図書館 公式 2011/5/10
54 




55 岡部Web動画ライブラリ 藤枝市立図書館 公式 2013/7/13
56 岡崎市立中央図書館(りぶら） 岡崎市立中央図書館 公式 2014/9/4






59 吹田市立図書館 吹田市立図書館 公式 2013/2/18
60 神戸市立中央図書館 神戸市立中央図書館 公式 2014/4/6
61 雲南市立木次図書館 雲南市立木次図書館 公式 2013/5/9






63 瀬戸内市立図書館 瀬戸内市立図書館 公式 2012/3/23
65 三次市立図書館 三次市立図書館 公式 2013/5/15





68 直方市立図書館 直方市立図書館 公式 2012/1/21
69 嘉麻市立図書館 嘉麻市立図書館 公式 2014/10/15
71 
 





71 五島市立図書館 五島市立図書館 公式 2014/5/8
72 宇佐市民図書館 宇佐市民図書館 公式 2013/7/30
73 豊後高田市立図書館 豊後高田市立図書館 公式 2012/11/1
74 えびの市民図書館 えびの市民図書館 公式 2014/3/4
75 鹿屋市立図書館 鹿屋市立図書館 公式 2014/2/13
76 指宿市立図書館 指宿市立図書館 公式 2013/8/10
77 石垣市立図書館 石垣市立図書館 公式 2013/8/11
78 比布町図書館 比布町図書館 公式 2012/7/1
79 上三川町立図書館 上三川町立図書館 公式 2013/1/23






82 おぶせ まちじゅう図書館 まちとしょテラソ 公式 2012/9/14
83 日南町図書館 日南町図書館 公式 2012/2/3




















88 奈良県立図書情報館 奈良県立図書情報館 軟式 2010/11/17
89 














































101 図書館サポーターえな（恵那市） 恵那市中央図書館 軟式 2014/1/17
102 東山・図書館チーム 京都市東山図書館 軟式 2012/6/21
103 堺図書館ビブリオバトル倶楽部 堺市立図書館 軟式 2013/8/7











107 篠山市立中央図書館 篠山市立中央図書館 軟式 2014/4/6





110 蔦屋書店 武雄市図書館 武雄市図書館 軟式 2013/3/27
111 
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118 Npo法人 オブセリズム 準備室 まちとしょテラソ 軟式 2013/1/20
119 みなみいせ図書室 南伊勢町 軟式 2013/5/10
120 本山さくら図書室 本山町 軟式 2014/4/6
121 徳之島町立図書館 徳之島町立図書館 軟式 2013/3/16
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インタビュー調査項目票 
 
インタビュー質問項目 
 
今回のインタビューでは以下の点についてお聞きします。 
 
1 利用しているソーシャルメディアについてお答えください 
1.1 現在利用しているソーシャルメディアの種類 
1.2 ソーシャルメディアごとに開設しているアカウント数 
1.3 各アカウントの利用目的 
1.4 各アカウント開設の経緯 
誰が提案したのか、開始したきっかけは何か、提案された時期・開設された時期・
公式アカウントとなった時期はいつ頃か、開設にあたりどのような話し合いがあ
ったのか など 
 
2 広報手段についてお答えください 
2.1 広報手段としてどのような媒体を利用しているか 
2.2 広報手段ごとに利用目的、対象などによる使い分けなどがあるか 
 
以下の質問では、アカウントごとにお答えください 
 
3 アカウントの運用体制についてお答えください 
3.1 担当者の人数 
3.2 担当者の所属、業務内容 
3.3 担当者の役割分担 
3.4 これまでの担当者の交代や増員などの変遷 
3.5 アカウントの管理方法 
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4 実際の運用についてお答えください 
4.1 投稿内容 
4.1.1 投稿内容はどのように決めているのか 
4.1.2 投稿者ごとに内容の違いはあるか 
4.1.3 投稿内容のチェック体制 
4.2 投稿時間 
4.2.1 投稿を行うのは業務時間内か、業務時間外か 
4.2.2 botによる自動投稿を行っているか 
4.2.3 投稿のタイミング 
4.3 運用上の問題点とその解決方法 
4.4 ソーシャルメディアの利用による効果について 
4.4.1 実感している効果 
4.4.2 効果の測定方法（どのような指標をみているか、など） 
4.5 ソーシャルメディア上での他のユーザーとの交流について 
4.5.1 他のユーザーをチェックしたりしているか 
4.5.2 ソーシャルメディア上で他のユーザーとやり取りをすることがあるか 
その際に気を付けていることがあるか 
 
5 運用規程などについてお答えください 
5.1 どのような取り決めがあるのか 
5.2 策定の経緯 
5.3 どのような内容を含んでいるのか 
 
6 自治体のアカウントとの関わりについてお答えください 
6.1 自治体が策定した運用規定などとの調整を行っているか 
6.2 自治体の他のアカウントとの連携を行っているか 
 
7 今後のソーシャルメディアの利用についてお答えください 
7.1 現在利用しているソーシャルメディアについてアカウントの追加などを検討し
ているか 
7.2 新たに利用を考えているソーシャルメディアがあるか 
 
